
No.3154
作品見本 縫代の付け方（参考） 縫代は１cm

ポケット裏

（1枚）

本体裏
（2枚）

本体表
（2枚）

ポケット表

（1枚）

底あて布
（1枚）

（2枚）

（2枚）手紐A

手紐B ※縫い代なし

※縫い代なし

型紙サイズ

型紙サイズ

本体表

（裏）

ボート底ポケット付きトートバッグ

※（芯を貼ります）の表記は接着芯を貼る場合の目安です。生地の厚さやお好みにより、貼らなくてもお作り頂けます

　接着芯を使用する場合は、表地と同じ大きさに裁断して表地の裏に貼ります

（芯を貼ります）

① 手紐を作る（2組）

①-1 手紐A・Bをそれぞれ折山線で

　折る（アイロンで形を整える）

①-2 手紐A・Bの中心を合わせ

　ステッチをする

①-1

①-2
1.5cm 

拡大図①-2

中心

② ポケットを作る（2組）

②-1 ポケット表と裏を中表に合わせ

　口を縫う

②-2 表に返し、口にステッチをする

②-1 ②-2

③ 底を縫う

本体表を中表に合わせて底を縫う

（縫代は割る）

④ ポケットを本体に付ける
ポケットを本体表ポケット付け位置

に仮止めする

⑤ 手紐を本体に付ける
手紐を本体表手紐付け位置に合わせ

ポケットと一緒に縫う

⑥ 底あて布を本体に付ける
⑥-1 底あて布を出来上がりに折る

① ①

②

②

底あて布（裏）

⑥-2 底あて布の中心線と本体表

　底中心を合わせ縫う

⑥-2

⑥-3

⑥-3 底あて布の周囲を縫う

⑦ 口を縫う

本体表と裏を中表に合わせ、

口を縫う（両側）

本体裏（裏）

本体表（表）

⑧ 脇を縫う

本体の表どうし裏どうしを中表に合わせ、

本体表の折山線で折り、縫う

本体表の折山拡大図

底中心

折山線

⑨ 本体裏の底とマチを縫う

⑨-1 本体裏の底を縫う

　（返し口をあけておく）

⑨-2 本体裏のマチを縫う（両側）

返し口

⑩ 口にステッチをする

表に返し、口にステッチをする

（手紐を避けてステッチをする）

⑪ 返し口を縫う

裏地の返し口を出来上がりに折り

縫う

鎌倉スワニーの店舗やオンラ インショップで、
お買い物され た方へ寸法図（バッグなど小 物は原寸大型紙、洋服など大 きいものは縮図）を配布して います。


